
第 12章 積分の応用

演習問題 12.1
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演習問題 12.2
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2. 内球に電荷 を与える．導体球間の電位差は

＝
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＝
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－
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となる．したがって
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である．ガウスの法則 ＝
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になる．内球の表面の電界は ＝ なので
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を得る． を最小にするためには分母が最大になればよい．

＝ － とおくと
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したがって ＝
2
のとき内球の表面の電界の強さは最小になる．
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4. 導線上の微小部分と△ とし，導線と点 P方向とのなす

角度をθとするとビオ・サバールの法則より求める．

△ ＝
△ sinθ
4π

A/m

である． を 0から まで積分すれば が求まるが，

が変化するとθも変化する．そこでθのみの変数に

する．

△ ＝
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△θを△ に代入して
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となる． ＝sinθより ＝
sinθ

を代入して

△ ＝
sinθ
4π

△θ

を得る．θ≦θ≦ π－θ で積分すると

＝
sinθ
4π

θ＝
4π

－cosθ

＝
4π

cosθ＋cosθ A/m

章末問題 12
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3. 球Aと球 Bの中心を結ぶ直線上

のある点を Pとし，球Aの中心

からの距離を m とする
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4.

ビオ・サバールの法則よりコイルAの電流によって生じる磁界△ は
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コイルAから法線方向を 方向とすると
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ただし ＝ ＋ である．微小部分を1周すると△ は 成分のみになるの

で
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コイル Bの電流から生じる点 Pの磁界 も 成分だけ考えてよい．ただし電

流を逆方向に流すため
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